
第８章 復旧工事

８－１ 設計

８－１－１ 事業計画・復興工程

平成２３年１１月２９日に開催された、第１０回 東日本大震災復興対策本部会合により、復興事業計画・
復興工程表が示された。

事業計画 河川対策
① 応急対策

被災した堤防については、平成２３年７月までに応急対策が完了
② 施工準備（堤防設計等）

平成２３年１０月を目途に、堤防設計等の施工準備が終了した箇所から、本復旧に順次着手
③ 本復旧（被災前と同程度）

平成２４年度出水期（６月頃～）までに、被災前と同程度の安全水準（沈下・液状化対策を含む）を確保
④ 本復旧

海岸堤防の整備計画及び市町村が策定する復興計画等と整合を図りながら、津波対策等として必要な
高さの堤防を逐次整備し、概ね５年を目途に全箇所を完了させることを目標
（まちづくりと一体となって実施する区間については、まちづくりと堤防整備の調整を図りながら実施）

併せて、今後津波の遡上が想定される区間の水門等の機能が確実に発揮されるよう、耐震化、自動化
及び遠隔操作化の対策を実施

※ 震災前より堤防等が脆弱であること等から、平成２３年出水期より避難判断水位等を引き下げるなど警戒
避難体制を強化

事業計画 液状化対策
① 液状化に関する研究及び技術開発の推進
・ 平成２３年８月に「液状化対策技術検討会議」において、今回の液状化被害の特性や液状化発生メカ

ニズムの確認・解析等、各種の公共施設等の共通する技術的事項をとりまとめる
・ 上記とりまとめ結果も受けて、必要な研究及び技術開発を推進

② 公共インフラにおける再発防止
・ 河川等の公共インフラ施設において、本復旧に合わせ、必要な液状化対策を実施

③ 公共施設と隣接宅地等との一体的な液状化対策の推進
・ 年度内を目途に、被災地における液状化に伴う被害状況を把握するとともに、公共施設と隣接宅地等

との一体的な液状化対策について、有識者の意見等を踏まえながら工法やコスト削減方策等について
検討

・ 平成２３年度第三次補正予算において、公共施設と隣接宅地等との一体的な液状化対策を支援する
ため新たな制度を創設

・ 当該制度等を活用しつつ、地方公共団体の地盤の液状化に対する対応方針を踏まえながら、市街地に
おける再度災害の防止に向けた、効果的、効率的な液状化対策を推進

東日本大震災復興対策本部 各府省の事業計画と工程表のとりまとめ（H23.11.29）より

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

液状化対策

H26以降

（液状化に関す

　る研究及び技

術開発の推進）

（公共施設と隣接宅

　地等との一体的な液

状化対策の推進）

H23 H24 H25

各施設に共通する

技術的事項の検討

被害状況把握・液状化対策に

関する工法等の検討

液状化に関する研究及び技術開発を推進し、成果を復興施策に順次反映

地方公共団体の対応方針を踏まえ、効果的、効率的な液状化対策を推進

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

河川対策

出水期 出水期

H26以降
H23 H24 H25

出水期

① ② ③ ④

（※ ）避難判断水位等を引き下げて運用
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 地域の震災復興計画と整合を図りながら、海岸堤防と一連となって効果を発揮する
よう、概ね５年間で河川堤防を復旧・整備します

H25 H26 H27H23 H24
年次計画

河口部
以 外

河口部

応急復旧

応急復旧

本復旧

本復旧 堤防整備

河口部以外（内陸部）

▽
本復旧

H24年度内に完了
（H24出水期（6月頃）までに従前と同程度の
安全水準まで復旧）

・名取川、阿武隈川はH24年5月末までに完了

［本復旧］

被災した堤防

応急復旧

▽

H23出水期（6月末）までに完了
・応急的に従前の堤防高さまで復旧

［応急復旧］
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H24出水期（6月頃～）までに完了
・従前と同程度の安全水準まで復旧

概ね5年間で完了予定
・地域の復興計画と整合を図り、海岸堤防
と一連となって効果を発揮するよう河川堤
防を整備

▽
本復旧

▽

堤防整備

河口部

被災した堤防

応急復旧

▽

H23出水期（6月末）までに完了
・応急的に従前の堤防高さまで復旧

［応急復旧］

［本復旧］

［堤防整備］

洪水、高潮、津波（「施設計画上の津波」）に対して
必要とされる堤防高のうち最も高い堤防高
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潮位（高潮）を考慮した堤防区間 潮位（高潮）の影響を受けない堤防区間

地震による被災区間（地盤沈下含む）

②

海岸堤防と同様の被覆構造

今次津波痕跡

　海岸計画堤防高
(又はシミュレーショ ン）

（T.P7.2m）

　（被災前）計画堤防高

（T.P6.0m） 高潮に対して必要な堤防高

津波越水による堤防被災区間①

（高潮対応）

８－１－２ 堤防の基本方針

堤防の区分については、①及び②の条件で堤防高を設定

① 津波越水により被災した区間

津波が堤防を越え被災した区間は、海岸堤防の復旧高と同等の高さまで復旧

② 地震により被災した区間（地盤沈下含む）

高潮影響区間で地震により被災した区間は、地盤沈下分も含めて原形復旧

阿武隈川 左岸 0.0k- 12.0m～2.1k 名取川 左岸 0.0k ～0.4k+106.9m

右岸 0.0k+170.0m～2.3k 右岸 -0.8k+3.0m～0.6k+ 80.0m

阿武隈川 左岸 2.1k～2.2k 名取川 左岸 0.4k+106.9m～1.6k

右岸 0.6k+ 80.0m～1.2k+ 101.0m

堤防設計の基本的な考え

① 堤防盛土により築造することを原則とする
・工費が低廉、劣化現象が起きにくい、嵩上げ・拡幅・補修工事が容易、基礎地盤と一体となり、
なじみやすい

② 地震・津波に対して粘り強い構造とする

・堤防法面は３割・一法を基本とする

・高潮や津波による影響を考慮し、必要な区間においてコンクリート等により堤体を被覆する

・堤体の侵食・市街地への逆流防止のため川前に護岸を設置する

・地震・津波に対して壊れても、二次災害を起こさないよう必要に応じて耐震等の対策を行う

③ 新堤防を築造する場合は軟弱地盤の不安定な個所は極力避ける
・旧川跡や川を埋土する等基礎地盤の不安定箇所は、極力避ける
なお、旧堤防拡築の場合は、一般的に安定している川表を活かし川裏腹付を基本とする

④ 堤防背後の復興街づくり計画等に配慮する

・堤防設計に当たっては、市が進める復興の事業に配慮する
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堤防構造については、下記のとおりを設定する。

① 津波越水により被災した区間で、今次津波痕跡水位が計画堤防高を超える区間

海岸堤防と同様の『ねばり強い構造』とする

② 津波越水により被災した区間で、今次津波痕跡水位が計画堤防高を超えない区間

河川堤防の構造（海岸堤防と同じ高さ）とする

③ 地震により被災した区間

河川堤防の構造（被災前の形状＋沈下分嵩上げ）

阿武隈川 左岸 0.0k- 12.0m～0.4k 名取川 左岸 0.0k ～0.2k
右岸 0.0k+170.0m～0.4k 右岸 -0.8k+3.0m～0.2k

阿武隈川 左岸 0.4k～2.1k 名取川 左岸 0.2k～0.4k+106.9m
右岸 0.4k～2.3k 右岸 0.2k～0.6k+ 80.0m

上記堤防高設定 ②地震により被災した区間と同じ

液状化対策については、下記のとおり設定する。

液状化の発生が確認された箇所及び耐震照査により、対策の必要性がある場合は液状化対策を

実施する

阿武隈川 左岸 0.0k- 12.0m～0.4k+80.0m（寺島），野田地区
右岸 0.0k+170.0m～0.4k（荒浜），坂津田地区，枝野地区，小斉地区

名取川 右岸 -0.8k+3.0m～-0.1k+69.0m
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■河口部河川堤防高の設定（案）の考え方

■高潮で堤防の高さが設定される場合の考え方（名取川、阿武隈川）

現計画堤防高を高くする範囲

※イメージ図

海岸計画堤防高

（現計画堤防高）

計画堤防高（高潮対応）

計画高潮位

打上げ高
の増大

 現行の海岸堤防計画(高潮計
画)と同じ外力を対象とし、
今次の地震に伴う海底地形
の変化を反映します

 高潮で設定される河川堤防
高は、計画高潮位に波の打
上げ高を加えた高さを基に
して設定します

 河口地点は海岸堤防高と同
じ高さとし、地形地物によ
り区切られる区間を考慮し
て現在の計画堤防高を高く
することを基本に設定しま
す

 河口部の河川堤防高は、海岸堤防高と整合を図りながら、洪水、高潮、津波（「施設計画上
の津波」）に対して必要とされる堤防高のうち最も高い堤防高を区間ごとに設定します

 なお、「最大クラスの津波」については、津波防災まちづくり等と一体とした減災を目指し
ます

名 取 川

阿武隈川

TP+7.2m

応急復旧

被災断面

堤防整備（H29までに完成)

本復旧（H24出水期までに完成）

（川裏側）

計画堤防高

▽

（川側）

８－１－３ 河口部堤防高設定の考え方
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荒浜隈潟
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（附帯）阿武隈川県道荒浜港今泉線復旧工事
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荒浜隈潟
下流工区

L≒115m

荒浜５工区
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荒浜堤防護岸
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荒浜４工区
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荒浜堤防護岸

L=210.0m

荒浜5工区

L=31.3m
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荒浜隈潟
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荒浜隈潟下流工区

荒浜隈潟
下流工区

L≒230m

荒浜隈潟
下流工区

L≒210m

荒浜７工区

※県道

L=229.5m

荒浜堤防護岸外

寺島2工区
L=37m

寺島2工区
L=66.4m

川向上流

川向上流

海岸堤防 河川堤防

阿武隈川河口部復旧工事区分平面図
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名取川河口部復旧工事区分平面図
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海岸堤防 河川堤防
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８－１－４ 河口部の堤防構造

○『粘り強い構造』の基本的な考え方

１）施設が破壊、倒壊するまでの時間を少しでも長くする

２）施設が完全に流失した状態である全壊に至る可能性を少しでも減らす

○効果

・浸水までの時間を遅らせることにより避難のためのリードタイムを長くする効果

・浸水量が減ることにより浸水面積や浸水深を低減し、浸水被害を軽減する効果、

第２波以降の被害を軽減する効果

・施設が全壊に至らず、一部残存した場合、迅速な復旧が可能となり、二次災害のリスクが減る効果、

復旧費用を低減する効果
国総研資料 第1035号（平成30年6月） より

粘り強い構造について

○堤防構造

堤防断面 ３割１枚法の台形形状とする

被覆構造 表法被覆 コンクリートブロック張（2.0ｔ型 t=500mm以上）

裏法被覆 コンクリートブロック張（2.0ｔ型 t=500mm以上）

ブロックの連結は、法面上下方向に

かみ合わせ構造とする（浮き上がり防止）

表法面部の遮水対策 表法面部に遮水シートを設置する

堤体への浸透対策 裏法ブロック背面にフィルターを設置する

割栗石（5～15mm) t=300mm

再生砕石（RC-40） t=200mm

吸出防止材 t= 10mm

天端被覆構造 表法・裏法被覆工と同等の厚み、重量を確保し、一体構造とする

裏込めは、裏法被覆工と同様とする

（現場打ちコンクリート t=500mm 空気・水抜き孔を設置）

裏法留コンクリートの補強 法面部からの連続化を図り、

最も弱点となる箇所を一体構造と

することで補強

裏法尻保護 地盤改良等による強度の補強を行う

国総研資料 第1035号（平成30年6月） より
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越流に対し粘り強い構造の留意点

構造上の工夫

○裏法および裏法尻での高速流

・津波が堤防を越流する際には、裏法および裏法尻では速い流れが発生する

（裏法では10m/s程度 裏法尻では12.5～15.0m/s）

このような速い流れによる裏法尻での洗掘および被覆工の流出への対応を検討する必要がある

○裏法尻での洗掘と対策

・裏法尻の基礎工の位置での掘れ方は、堤体土の抜け出しの危険性を直接的に支配する

基礎工位置で相当の洗掘が起こると、基礎工が安定を失い、また裏法被覆工下の堤体土が

次々と抜け出し、被覆工の全体流出につながる非常に危険な状態になる

・裏法尻での洗掘は、裏法被覆工末端の基礎工のところで、基礎工が基盤を失い、堤体土抜け出しを

引き起こす洗掘深になるかどうかが重要なポイント

・裏法での洗掘に対処するためには、裏法尻を保護することにより、しっかり越流水を跳ねさせることが

重要

○構造検討上で重要なポイント

・裏法を流下してきた越流水の流向を、地盤に

突っ込まない向き（水平方向など）に完全に

変えることが、洗掘影響を遠ざける上で重要

である

水脈の厚さに対して平場の長さが相対的に

短いと、流向の変え方が不完全になる

国総研技術資料No.1 粘り強く効果を発揮する海岸堤防の構造検討（第１報） より

※平場の長さ背後地盤

基礎工

裏法被覆工

裏法尻で流れの
向きを変える

○地盤改良による裏法尻保護

・基礎工近傍での洗掘への対策として、基礎工の

陸側および下部に地盤改良を施す

・基礎工と地盤改良部分が一体的に保護工として

機能することで流向を変え、洗掘を裏法尻から

遠ざけることで、裏法尻からの破壊を起こりにくく

している

○洗掘に対する基礎工の安定性を向上させる工夫

・裏法尻に越流水の流向を水平に変える法留工を

施工できる用地を確保出来ない場合は、法留工

の下に矢板を取り付けた複合構造とすることが

出来る

・裏法尻において、約２ｍの洗掘被災を確認しており、

矢板長は洗掘深２ｍの時に壁高として自立可能な

根入れを確保出来る６ｍとして設定

国総研技術資料No.3 粘り強く効果を発揮する海岸堤防の構造検討（第2報） より

1：3
.0

10002250

法留工（W2600×H1000）

基礎処理

（引張強度　4N/cm2以上）

1
0
0
0

1
0
0
0

5331

法留工（W2600×H1000）

1000

1
0
0
0
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○負圧への対応

・裏法肩では津波越流時に圧力が低下するため、天端被覆工と裏法被覆工との接合部にあたる

裏法肩を独立した被覆構造にすると不安定化する恐れがある

このため、裏法肩を独立した構造にせず、表法被覆工および裏法被覆工の上部と天端被覆工を

一体化構造が望ましい

国総研技術資料No.1 粘り強く効果を発揮する海岸堤防の構造検討（第１報）

国総研資料 第1035号（平成30年6月） より

○流れの中に置かれた構造物の不陸による構造物の不安定化とその対策

・裏法面被覆工に凹凸が生じると、流れによる力を受けることになり、このような力をまともに受ける

ような面が出来ると被覆工不安定化の度合いが大きくなる

・裏法被覆工の不陸が生じる原因としては、裏法被覆工の下にある

土砂の吸い出し、地震動、圧密等の経年変化が考えられる

・ブロッック張式とする場合には、吸い出し対策が必要であり、被覆

ブロックの下に２層のフィルター層を設けることで、吸い出しをある

程度抑制できるものと考えられる

・高速流下でブロッック端部に流体力が作用する状態ではなく、不陸が発生しても端部に流体力が

作用しにくい状態にすることであり、不陸が出来ても逆段差になれば流対力をまともに受けないで

すむようになる

・被覆工が設置された堤体等が多少の変形を起こしても、不陸が起きにくい、あるいは少なくとも、

不陸が起こっても流れをまともに受ける面を露出させるタイプではなく、上端と下段に切り欠きを

設けたブロックをかみ合わせることで、下のブロックが上のブロックより突出しにくいように被覆工

構造を工夫する

国総研技術資料No.1 粘り強く効果を発揮する海岸堤防の構造検討（第１報）

国総研資料 第1035号（平成30年6月） より

凹凸がない場合 凹凸がある場合 隙間がある場合

流下方向の抗力は発生しない 流下方向の抗力が発生する 流下方向の抗力が発生する

逆段差の例

凹凸がない場合

流下方向の抗力は発生しない

凹凸がある場合

流下方向の抗力が増大しにくい

流失

法肩部分を天端被覆工と一体化
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 設計値を超える巨大な津波が来襲しても堤防の効果を粘り強く発揮できるよう、河口部の海岸堤防近接
部においては「粘り強い構造」を採用しています

 この構造により、堤防が破壊、倒壊するまでの時間を少しでも長くするとともに、堤防が全壊（完全に流
出した状態）に至る危険性を低減します

標準横断図 （海岸近接部）

天端保護工

被覆工（２ｔブロック）

法尻保護工
（法留、地盤改良） 盛土

被覆工（２ｔブロック）
覆土

覆土

遮水シート吸出防止材

フィルタ材

標準横断図 （河川部）

コンクリートブロック

盛土

天端舗装

遮水シート

覆土

■津波に対して粘り強い構造の概要

As1:3.
0

1:3.0

計画堤防高▽7.20
官
民
境
界

遮水ｼー ﾄ

ｺﾝｸﾘー ﾄ被覆

ｺﾝｸﾘー ﾄﾌ゙ ﾛｯｸ張り

(2tﾌ゙ ﾛｯｸ)

T=11

覆土工

B=1000 H=1000

法留工(基礎ｺﾝｸﾘー ﾄ）

吸出防止材(t=10mm)

t=300

ｺﾝｸﾘー ﾄﾌ゙ ﾛｯｸ張り(2tﾌ゙ ﾛｯｸ）

5
0
0

5
0
0

法留工

※１

t=500

1:3
.0

基礎コンクリート詳細図

1000 1027 223

2250

基礎処理

（引張強度0.04N/mm2以上）

10c
m以

上

1/2程
度

5000

2
0
0
0

天端被覆コンクリート詳細図

6000

450 φ400 @ 2 0m

3000 3000

  

350

ｺﾝｸ
ﾘー ﾄ

ﾌ゙ ﾛ
ｯｸ

割栗
石 

5～
15c

m

用地境界

割栗石　5～15cm(300mm)

ＲＣ－４０(t=200mm)

覆土

t=300

裏法被覆工の補強
「表法被覆工と同等の厚み、重量を確保」
→コンクリートブロック（2.0t型、t=500㎜以上）
「ブロックの連結は法面上下方向にかみ合わせ
構造とする」（浮き上がり防止）

堤防形状
「３割１枚法の台形形状で復旧」

表法面部の遮水対策
「表法面部に遮水シート設置」
→遮水シート t=11㎜

裏法尻保護
「基礎処理による補強」

法留コンクリートの補強
「法面部からの連続化」
→最も弱点となる箇所を一体
構造とすることで補強する。

堤体への浸透対策
「裏法ブロック背面にフィルター設置」
→割栗石、砕石、吸出防止材設置

天端被覆工の補強
「表法被覆工と同等の厚み・重量を確保」
→現場打ちコンクリート t=500㎜
→空気・水抜き孔設置
※裏込めは表・裏法被覆工と同一仕様とする。

 構造については、国土技術政策総合研究所による模型実験結果を
踏まえ決定しています

河口部の堤防構造
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根固ﾌ�゙ �ﾛ�ｯ�ｸ�(乱積)

1:
1.
5

+0.90

1
1
5
0
～
1
3
0
0

+1.756

1:3.
0

▽H.W.L+2.446

▽朔望平均満潮位+0.756

▽朔望平均干潮位 -0.80

4590

DL=0.00

法留工
W1000-H1000

覆土 t=300

大型コンクリートブロック

W800-H600

大型コンクリートブロック

吸出防止材 t=10mm

遮水シート t=11mm

168
70

鋼矢板ⅤL型
L=13.3～14.0m

覆土土留ｺ�ﾝ�ｸ�ﾘ� �ーﾄ�③
880～1270

法枠工
162

70
6000

W1300-H600

根固ブロック

+7.200計画堤防高

ﾌ� �゚ﾚ�ｷ�ｬ�ｽ�ﾄ�残存型枠

W1200-H600

鋼矢板ＶＬ型
増し打ち

L=0.3～1.0m

プレキャスト

プレキャスト

プレキャスト

法枠工 t=150

ﾌ� �゚ﾚ�ｷ�ｬ�ｽ�ﾄ�笠ｺ�ﾝ�ｸ�ﾘ� �ーﾄ�

中詰めｺ�ﾝ�ｸ�ﾘ� �ーﾄ�③

中詰めｺ�ﾝ�ｸ�ﾘ� �ーﾄ�③４ｔ型

４ｔ型

２ｔ型 t=500mm

２ｔ型 t=500mm

種子散布
165

90
浸食防止マット

1729
0

間詰コンクリート③

覆土
1659

0

T.P +1.756

大型コンクリートブロック

河口部の川表法尻部で高水敷がない区間については、以下を踏まえ、「堤脚保護工」を設定する

なお、施工上川前に工事用道路、施工ヤード等が必要な場合には、この高さを考慮して設置する

○機能
・平常時の流水、波浪等から堤脚部を保護
・管理用通路、維持管理用のスペース確保
・河川利用時の安全性確保

○構造
・高さ 朔望平均満潮位 ＋ １．０ ｍ （１．７５６ ｍ）
・幅 ３ ｍ（河川管理用通路の最低幅）以上
・構造 鋼矢板護岸の天端値なる区間は、「コンクリート現場打ちまたはコンクリートブロック」とし、

それ以外の区間は「捨石」とする
※既存施設を復旧する場合には、既設構造物を踏襲する

河口部災害復旧区間における『川表堤脚保護工』について

1:3.
0

袋詰玉石

2t型 法留工

鋼矢板(既設利用)

W1000-H1000

間詰コンクリート③

既設法留

H=1000

H.W.L 3.454

2200
0

T.P.+7.200

1:3.
0

▽0.250

遮水シート
t=11mm1:

1.
5

T.P.+1.756

3000

張 芝
1720

0

覆土 t=316mm

大型コンクリートブロック

2t t=500mm

捨石

▽0.435

50～500kg

吸出防止材

t=10mm

軽量法枠
H=150

撤去・再設置

T.P +1.756

捨石

阿武隈川（右岸）

名取川（右岸）
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８－１－５ 液状化対策

■堤体内部の液状化

■対策工法の検討の考え方

●堤体内部の液状化は、軟弱粘性土層上に砂質土系材料を用いて築堤した場合、堤体下部の軟弱地盤層
の上面が圧密沈下により凹状となり、その凹部に降雨等の浸透水が滞留し、飽和した堤体領域が形成
され、この領域が地震動により液状化すると推察されている

●被災区間の地下水位以下に没した堤体土（砂質土）については、再度災防止のため液状化防止を目的
とした地盤改良が必要と判断される

必要に応じて追加調査

④総合評価による対策工法の決定

③概　　　略　　　設　　　計

②各対策工法の特徴に基づく二次選定

①施工スペースの条件による一次選定

『堤防の液状化対策工法設計施工マニュアル（案）』より

図 対策工法の選定手順

③概略設計

・液状化対策範囲
【阿武隈川 坂津田・枝野・小斉・野田】 【阿武隈川 寺島・荒浜】

改 良 幅 堤防敷幅 【名取川 閖上】
改良深度 液状化対象層の下部 改 良 幅 円弧すべり計算を行い、すべり安全率が1.0を

上回るような規模の範囲
改良深度 液状化対象層の下部

①一次選定

全箇所とも、施工スペースによる制限はないため、
『工法の選定は行わない』

②二次選定

【阿武隈川 坂津田・枝野・小斉・野田】
締固め 振動締固め工法，低振動締固め工法
固 結 浅層混合処理工法

【阿武隈川 寺島・荒浜】
締固め 振動締固め工法
柱状ドレーン グラベルドレーン
固 結 深層混合処理工法
鋼 材 自立鋼矢板，自立式鋼管矢板

【名取川 閖上】
締固め 振動締固め工法
固 結 中層混合処理工法

④総合評価による対策工の決定

【阿武隈川 坂津田・枝野・小斉・野田】
粉体散布式は防塵の観点から除外（民家や道路が近接）
使用実績が豊富・経済性が優れる

【阿武隈川 寺島・荒浜】
使用実績が豊富・経済性が優れる

【名取川 閖上】
経済性に優れる・沈下抑制効果が大きい
施工機械が小さく、施工時に低騒音・低振動である・
施工性が優位

浅層混合処理工法

振動締固め工法
(サンドコンパクション）

中層混合処理工法
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名 取 川

阿武隈川

【寺島地区】
施工区間 0k～0k400
対策工法 （川表）サンドコンパクションパイル φ700 L=20.0m

（川裏）サンドコンパクションパイル φ700 L=20.0m
【荒浜地区】

施工区間 0k～0k200
対策工法 （川表）不要

（川裏）サンドコンパクションパイル L=2.5m～13.0m

（河口部）

【閖上地区】
施工区間 0k-800～0k
対策工法 （川表）遮断工法（鋼矢板） ⅤL L=13.0m～

（川裏）中層混合処理（ツイン・ブレード工法）

○ 川表側が岩ズリのため、ツイン・ブレード工法による施工が困難なため、鋼材を用いた工法に変更
（川表側が鋼矢板、川裏側が中層混合処理により改良済みであるため、液状化層の流動を抑止出来る）

○ 地盤改良の範囲は、
・液状化が生じる可能性がある堤防川裏側の範囲を改良
・粘り強い堤防の観点から、L2津波が越流し川裏法面を流れる際、のり面の凹凸が堤防損傷の要因と
なるため、法面全体を改良

・円弧すべり計算により、すべり安全率が所定の安全率を確保する範囲
・既設護岸コンクリートの存置を想定し、クリアランス2m（構造物形状に対して1m＋改良機械側での余裕

1m）を確保した位置
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L=730m L=1,386m

河口部右岸災害復旧区間 L=2,991m

海岸堤防復旧区間 河川堤防復旧区間

L=875m

0.
0ｋ

-1
2.

0m

海岸堤防復旧区間 河川堤防復旧区間

河口部左岸災害復旧区間 L=1,785m

L=271m L=858ｍ L=606ｍ

0.
4ｋ

1.
4ｋ

+4
2.

0m

1.
4ｋ

+5
6.

0m

1.
6k

-1
00

.5
m

亘理大橋

亘理大橋

2.
2k

新浜水門

地盤改良範囲 （復興枠）

サンドコンパクションパイル工法

0.
0k

-1
70

.0
m

0.
4k

1.
4k

+4
18

.5
m

サンドコンパクションパイル工法

地盤改良範囲 （復興枠）

河口部右岸 標準断面図

河口部左岸 標準断面図

阿武隈川河口部復旧工事 地盤改良
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L=200m L=475m L=263m L=332m

河口部右岸災害復旧区間 L=2,020m

海岸堤防復旧区間 L=950m 河川堤防復旧区間 沈下前堤防復旧区間 L=595m

1.
6ｋ

海岸堤防復旧区間 河川堤防復旧区間 沈下前堤防復旧区間

河口部左岸災害復旧区間 L=1,534m

L=354m L=312ｍ L=302ｍ L=566ｍ0.
2ｋ

0.
2k

0.
8k

+1
48

.0
m

0.
8k

+1
57

.5
m

0.
8ｋ

+3
0.

0m

0.
8ｋ

+3
8.

0m
閖

上
大

橋

閖上水門 閖上大橋

閖上大橋

地盤改良範囲 （災害復旧事業）

ツイン・ブレード工法

（パワーブレンダー工法）

名取川河口部復旧工事 地盤改良

0.
0ｋ

河口部右岸 標準断面図

※機械手配の関係で施工はパワーブレンダー
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■

■堤防川表側施工状況

地盤改良

現堤防高 6.2m

本復旧部分 堤防整備部分

被覆工（2tブロック） 【写真③、④】

遮水シート 【写真②】

法留工 【写真①】

川表 天端 川裏

新堤防高 7.2m

天端工 【写真⑤、⑥】

盛土【写真①】

８－１－６ 河口部堤防復旧(粘り強い構造)の工事の流れ

【写真①】 【写真②】 【写真③】

【写真④】

築堤盛土、法留設置 被覆ブロック（２ｔ）設置小口止・隔壁、遮水シート設置

被覆ブロック（２ｔ）設置完了状況
天端コンクリート打設完了状況

天端コンクリート打設
※川裏被覆ブロック設置完了後

【写真⑤】 【写真⑥】

233



■堤防川裏側施工状況

地盤改良（SCP）

被覆工(2tブロック) 【写真⑤】

現堤防高 6.2m

本復旧部分 堤防整備部分

覆土、軽量法枠設置 【写真⑥】

川表 天端 川裏

新堤防高 7.2m

【写真①】

法留工 【写真②】

小口止、隔壁工 【写真④】

盛土【写真③】

地盤改良（サンドコンパクションパイル工法） 法留設置 築堤盛土

小口止・隔壁設置

【写真①】 【写真②】 【写真③】

【写真④】

被覆ブロック（２ｔ）設置 覆土（軽量法枠設置）

【写真⑤】 【写真⑥】

覆土・張芝
被覆ブロックかみ合わせ形状
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本体打設状況（H28.2.9撮影）復旧状況（H28.2.11撮影）

◆施設諸元

◆旧施設写真 ◆新設水門全景

設置場所： 阿武隈川左岸0.4k+67m
設 置 年 ： 昭和４２年設置
設置目的： 防潮、洪水防御（逆流防止）
改築概要： 堤防復旧（嵩上げ）に伴い、水門の高さが約2.8m不足するため、改築が必要

◆施工状況

８－１－７ 水門の復旧【新浜水門】

阿武隈川 阿武隈川

阿武隈川
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新浜水門の設計

◆水門位置
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◆水門敷高

◆水門位置
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◆水門敷高
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◆水門断面

カーテンウォール
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◆水門長

◆水門断面

水門必要幅（船舶通行必要幅）の照査
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◆ゲート形式

241



◆ゲート形式
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◆基礎工

◆ゲート形式
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◆景観設計

◆付帯施設（護岸工）
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◆景観設計
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設置場所： 名取川右岸0.0k-21m
設 置 年 ： 昭和３７年設置
設置目的： 洪水防御（逆流防止）
改築概要： 堤防復旧（嵩上げ）に伴い、水門の高さが約2.7m不足するため、改築が必要

水門の復旧【閖上水門】

基礎杭施工状況（H28.2.15撮影）復旧状況（H28.2.11撮影）

名取川

名取川

◆施設諸元

◆旧施設写真 ◆新設水門全景

◆施工状況
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閖上水門の設計

◆水門位置
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◆水門敷高
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◆水門断面
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◆水門断面
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◆ゲート形式
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◆ゲート形式
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◆ゲート形式

◆基礎工
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◆景観設計
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仮設堤防
（緊急復旧工事）

地盤改良

掘削・築堤盛土

阿武隈川

【完了：平成24年5月末】

被災前堤防断面

【被災直後：平成23年3月】

【仮設堤防完成：平成23年5月中旬】

液状化した地盤
の改良状況

阿武隈川

８－２ 復旧工事

８－２－１ 内陸部の復旧

 内陸部の被災した堤防については、被災直後から仮設堤防の設置（緊急復旧工事）に着手し、同年５月
中旬までに完成させ、洪水による二次災害を防止した

 引き続き、本復旧に着手し、平成２４年５月末までに工事を完了させた。なお、復旧にあたっては、液
状化の原因となった地盤の改良を実施し、安全度の向上を図った

仮堤防（鋼矢板）
施工状況
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 震災後は、平成２３年の出水期に備え、直ちに緊急復旧工事として仮設堤防（二重鋼矢板仮締切）
着手した
しかし、当事務所だけでも１１箇所 ２，０２５ｍを同時に施工する必要があったことから、建設用
機械等の燃料や大量に使用する鋼矢板等の不足、あるいは、地元建設会社社員の被災によって労働者
不足に陥り、さらに短期間で完成させるためには、一連の仮設堤防を複数社で施工する必要がある等、
厳しい制約条件もあったが、官・民の連携により、出水期までに全ての工事を完成させ、出水による
二次災害の防止を図った

 被災箇所の地盤は、通常、液状化するとされている砂質土ではなく粘性土であったことから、被災要因
を解明するため、専門家からなる「堤防復旧技術検討会」を設置した
検討の結果、軟弱な粘性土の地盤上に設置した砂質土系の堤防が圧密沈下して凹状となり、そこに雨水
等が浸透して形成された「閉封飽和域」が液状化したものと判明したため、この層について地盤改良を
実施した

■「堤防復旧技術検討会」による検討

■建設資材・労働者不足への対処

「堤防復旧技術検討会」

夜間における作業

【創意工夫の例】

① 燃料不足のため速やかに着手できない工事につ
いては、官からの支給により対応

② 労働者の不足については、朝の早出、夜の残業
等で対応

③ 堤防二重締切にあたり、短期間で大量の鋼矢板
が必要となったため、関東・北陸・東海地方な
どからも調達
各鋼材リース会社及び各施工業者間において鋼
材調達の窓口を一本化し、鋼材入手を円滑化

現地調査

８－２－２ 内陸部堤防の復旧における創意工夫等
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亘理町荒浜地区

岩沼市寺島地区

右岸 約３，０００ｍ

左岸 約１，７００ｍ

新浜水門

荒浜排水樋門

岩沼市亘理町

完成
（Ｈ29.12）

H30.9.23撮影

完成
（H30.1）

約3,000m
築堤

約1,700m
築堤

８－２－３ 河口部堤防・水門【阿武隈川】
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河口部堤防の復旧状況 【阿武隈川】

平成２３年３月時点 被災直後

右岸（荒浜地区） 復旧経緯

平成３０年９月時点 復旧状況

●家屋が密集していた亘理町荒浜地区では、河口部周辺に位置していることもあり、
津波によって河川施設に留まらず甚大な被害を及ぼした

●河口右岸荒浜堤防では、約３０００ｍにわたって被災したため、震災直後より応急的
な復旧工事に着手し、平成２３年の出水期までに工事を完了した
（下流端の約２７０ｍでは緊急復旧工事を実施）
さらに、平成２４年には震災前に有していた堤防機能（高さ・断面）を確保するため
の工事を実施

●平成２５年１月からは本格的な復旧工事に着手しており、亘理町復興計画や関係機関
と調整を図りながら復旧を進め、平成２９年３月に全ての工事が完成した

H22.10.22
（被災前）

H23.3.23
（被災直後）

H23.7.26
（応急復旧完成）

H24.6.18
（従前機能回復）

H30.9.23
（現況）

荒浜地区
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河口部堤防の復旧状況 【阿武隈川】

平成２３年３月時点 被災直後

左岸（寺島地区） 復旧経緯

平成３０年９月時点 復旧状況

H22.10.22
（被災前）

H23.3.23
（被災直後）

H23.7.26
（応急復旧完成）

H24.6.18
（従前機能回復）

H30.9.23
（堤防整備工事中）

寺島地区

●震災直後より応急的な復旧工事に着手し、平成２３年の出水期まで
に工事を完了した

●平成２５年１月からは本格的な復旧工事に着手し、平成２６年５月
末には新浜水門上流部の復旧が完了した
引き続き、水門並びに水門下流部の復旧を進め、平成２９年３月に
全ての工事が完成した
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河口部堤防の復旧状況 【阿武隈川】

従前機能復旧後 平成24年12月

被災直後 平成23年4月被災前（竣工時） 平成17年時点

■荒浜地区（荒浜排水樋管付近） 施工断面

■荒浜地区（荒浜排水樋管付近） 復旧状況

現在 平成28年2月

新堤防高７．２ｍ

地盤改良

天端工

被覆工(2tブロック)

盛土

被覆工(2tブロック)

覆土

遮水シート

現堤防高約6.2m

平成24年12月末時点

平成28年2月末現在
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名取市閖上地区

左岸 約１，４００ｍ

右岸 約２，０００ｍ

仙台市若林区藤塚地区

閖上大橋

仙台市名取市

約1,450m
築堤

完成
（H26.3）

約380m
築堤

約300m
築堤

閖上水門

完成
（H29.8）

H30.9.23撮影

約50m 築堤

土地区画整理事業 約390m
築堤

約2,000m
築堤

８－２－４ 河口部堤防・水門【名取川】
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平成２３年３月時点 被災直後

右岸（閖上地区） 復旧経緯

平成３０年９月時点 復旧状況

●家屋が密集していた名取市閖上地区では、河口部周辺に位置していることもあり、津波に
よって河川施設に留まらず甚大な被害を及ぼした

●震災直後より河口部堤防の応急的な復旧工事に着手し、平成２３年の出水期までに工事を
完了し、さらに、平成２４年には震災前に有していた堤防機能（高さ・断面）を確保する
ための工事を実施した

●引き続き、平成２５年１月からは本格的な復旧工事に着手しており、名取市の土地区画整
理事業等と調整を図りながら復旧を進め、平成２９年１２月に全ての工事が完成した

H21.10.12
（被災前）

H23.3.18
（被災直後）

H23.5.26
（応急復旧完成）

H24.9.2
（従前機能回復）

H30.9.23
（堤防整備工事中）

閖上地区

河口部堤防の復旧状況 【名取川】
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藤塚地区

■

河口部堤防の復旧状況 【名取川】

平成２３年３月時点 被災直後 平成３０年９月時点 復旧状況

左岸（藤塚地区） 復旧経緯

●震災直後より、河口部堤防の応急的な復旧工事に着手し、平成２３年の出水期までに工事
を完了した

●平成２５年１月からは本格的な復旧工事に着手し、平成２６年３月に全ての工事が完成し
た

H21.10.12
（被災前）

H23.3.18
（被災直後）

H23.5.26
（応急復旧完成）

H24.9.2
（従前機能回復）

H30.9.23
（現況）

H26.3.31
（完成）
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河口部堤防の復旧状況 【名取川】

被災前 平成22年3月 被災直後 平成23年3月

応急復旧完了 平成23年6月 現在 平成28年2月

■閖上地区（閖上漁港付近） 施工断面

■閖上地区（閖上漁港付近） 復旧状況

現堤防高約4.5m

既設堤防（切り返し）

新堤防高7.2m

天端工

被覆工(２ｔブロック)

覆土

遮水シート

平成24年12月末時点

平成28年2月末現在

地盤改良
被覆工(２ｔブロック)
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■緊急復旧工事における施工上の工夫

 津波による深掘れ箇所については、岩ズリを投入して施工できるように基盤を確保しようとし
たが、水分が多く通常の施工機械では締固めできないことから、高含水比の土でも締固めが可
能な機械（タンピングローラー）を導入し、締固めを実施した

太平洋

タンピングローラーによる締固め深掘れ状況

８－２－５ 河口部堤防・水門の復旧における創意工夫等
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コンクリート製品への転換

砂の代用品として砕石を活用

■建設資材の不足への対処

＜資材確保の工夫の事例＞
 コンクリート不足を勘案し、堤防被覆ブロックをコンクリート製品に転換した
 骨材不足を勘案し、通常、骨材としては使用しない粒径の小さな砕石を地盤改良材

（サンドコンパクションパイル工法）として活用した
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■景観に配慮した堤防等の整備

 名取川・阿武隈川の河口部では、堤防背後で新たに街並みを整備したり、公園等の整備が予定
されていることから、堤防の被覆コンクリートブロックに覆土を施工するなど、景観に配慮し
た
なお、施工にあたっては、専門家からなる「環境等検討懇談会」を設置し、意見等を聴取し

ながら、進めている

被覆コンクリートブロックへの覆土状況
（右は、検討時点のイメージパース）

「環境等検討懇談会」
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【上屋窓】
・上屋の窓は縦長の窓

【上屋構造】
・庇は設置せず、陸屋根を採用

【上屋と門柱構造】
・上屋と門柱は一体的なコンクリート構造

【門柱・堰柱構造】
・門柱や堰柱は角柱で構造をシンプルに配慮

【水門の検討例】
●「宮城県沿岸域河口部・沿岸施設復旧における環境等への配慮の手引き」や学識者の助言・

指導を踏まえ、整備を実施

■景観に配慮した水門の整備
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国土地理院承認番号平成28年情使､第307-GISMAP37643号

８－２－６ 復旧工事位置図【阿武隈川 内陸部】

【A04】阿武隈川下流舘矢間地区外堤防災害復旧工事(野田上流地区)

【A01】阿武隈川下流四日市場
地区外堤防復旧工事

(四日市場地区)

【A10】阿武隈川下流小斉地区堤防災害復旧工事

【A06】阿武隈川下流上沼尻地区堤防災害復旧工事

【A26】阿武隈川下流荒浜隈潟
上流災害復旧外工事

(金山地区)
【A05】阿武隈川下流坂津田地区外堤防災害復旧工事(坂津田地区)

【A07】阿武隈川下流枝野地区堤防災害復旧工事

【A08】阿武隈川下流賀川地区堤防災害復旧工事

【A09】阿武隈川下流前原地区堤防災害復旧工事

【A04】阿武隈川下流舘矢間地区外堤防災害復旧工事(泉田地区)

【A03】阿武隈川下流野田地区上流堤防災害復旧工事

【A02】阿武隈川下流野田地区下流堤防災害復旧工事

【A04】阿武隈川下流舘矢間地区外堤防災害復旧工事(舘矢間地区)

【A04】阿武隈川下流舘矢間地区外堤防災害復旧工事(新町地区)

【A05】阿武隈川下流坂津田地区外堤防災害復旧工事(佐倉地区)

【A05】阿武隈川下流坂津田地区外堤防災害復旧工事(中島地区)

【A05】阿武隈川下流坂津田地区外堤防災害復旧工事(平貫地区)

269



内陸部復旧断面

四日市場地区

野田下流地区

コンクリート(2)

1:3.
5

10.663

7000

7.400

2.00% 2.00%

500

2
40

30
0

3
00

表層:再生密粒度As13 t= 4cm

路盤:再生クラッシャーランRC40 t=10cm

法肩コンクリート
B300×H400

表 層:再生密粒度As13 t= 5cm

上層路盤:As安定処理 t= 5cm

下層路盤:再生クラッシャーランRC40 t=30cm

(ストック品:m2当たり350kg以上)

覆土用大型連接ブロック

法留め工

遮水シート

AS

AS

張芝

種子吹付

H.W.L 17.980

2.0% 2.0%

(1:
1.9

2)

(1:2
.14)

(1:1.88)

アスファルト舗装

地盤改良工 (浅層混合処理工 設計強度200kN／m2以上)

表層(再生密粒度As13)t=4cm
路盤(再生砕石RC-40)t=10cm

(1:2.91)

覆土型大型ブロック(購入品)

遮水シート

法覆基礎工(プレキャスト)

H=1.0m標準型

張芝

TP 10.90

覆土t=30cm

張芝
張芝

張芝

張芝

t=10mm

情報通信管路

空打ち範囲

堤防復旧断面

堤防復旧高

1:2.0

堤防施工高

1:2
.0

(TP+20.038)

管理用通路

砕石舗装(RC-0～40)

t=10cm

切土（盛土）

TP+13.608

TP+14.808

非出水期既往最大水位

仮締切高

１次施工

(浅層混合処理工 81kg/m3) (浅層混合処理工 87kg/m3)

4,000

34,000

4,
0
00

1
50

1.0m以上

1
0
0

1,500

1,
1
00

3,000

9,070 24,930
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坂津田地区

枝野地区

300

30
0

300

1
50

1
50

t=37cm下層路盤(RC40)

遮水シート

2% 2%

t=10mm

コンクリートブロック張工

張芝

張芝

張芝

張芝

張芝

張芝

法覆基礎工(プレキャスト)

H=1000

(1:
1.9

3)

(覆土型大型ブロック)

地盤改良工（浅層混合処理）

2% 2%2% 2%

(1:1.89)

(1:1.94)

(1:
1.9

3)

覆土(t=30cm程度)

H.W.L = 14.785

切土・盛土

下層路盤(RC40)

上層路盤(AS安定処理)

t=5cm

t=6cm

1:2.0

1:2.0

1:2
.0

1:2
.0

既設工事用道路

表層(再生密粒度AS20F)

0.000

H.W.L = 19.103

法覆基礎工(プレキャスト)

(1:
2.2

1)

2% 2%

t=10cm

t=4cm

下層路盤(RC40)

表層(再生密粒度AS13)

切土・盛土

埋設表示シート

張芝

Ⅳ型 L=10.5～12.5m
鋼矢板二重締切

張芝

H=1000

コンクリートブロック張工

遮水シート
t=10mm

(覆土型大型ブロック)

(1:2.53)
(2.9

2)

1:2.3

(1:2.21)

(既設鋼矢板)

情報通信管路

地盤改良工（浅層混合処理 設計強度200kN/2以上）

張芝

張芝

覆土30cm程度

3.0

30
0
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工事概要

・仮設工

・構造物撤去工

・河川土工（掘削）

・地盤改良工

・河川土工（盛土）

・護岸基礎工

・法覆護岸工

・付属物設置工

・舗装工

・光ケーブル配管工
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●工事概要

・河川土工
・法覆護岸工
・付帯道路工
・構造物撤去工
・仮設工
進入路工

№A01：阿武隈川下流四日市場地区外堤防復旧工事 (四日市場工区)

位置図

請負者：株式会社 松浦組
工 期：平成23年11月2日～平成24年3月21日

工事概要

L12.4k+56.8m～12.6k+5.5m

5000

施工延長 L=182.5ｍ
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法肩コンクリート L=182.5ｍ

法肩コンクリート L=169.8ｍ

アスファルト舗装工（町道舗装） 表層 A=157m2 t=50mm 上層路盤 159m2 t=50mm 下層路盤 163m2 t=300mm

区画線工 実線 48.4ｍ 破線 12.1ｍ
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境界杭再設置

境界杭撤去

平面図

標準断面図

コンクリート(2)

1:3.0

1:3.
5

10.663

12.163
12.563

7000

300 6400 300

種子吹付

1
50
0

40
0500 2750 2750 500

65001000

7.400

2.00% 2.00%

14@800=11200

500

2
40

30
0
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張芝

表層:再生密粒度As13 t= 4cm

路盤:再生クラッシャーランRC40 t=10cm

法肩コンクリート
B300×H400

表 層:再生密粒度As13 t= 5cm

上層路盤:As安定処理 t= 5cm

下層路盤:再生クラッシャーランRC40 t=30cm

(ストック品:m2当たり350kg以上)

覆土用大型連接ブロック

法留め工

遮水シート

AS

AS
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盛土工

舗装工（付帯道路）

法面整形工

工事写真

施工後着工前

法覆護岸工

盛土工

構造物撤去工
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●工事概要

・根固め工
・仮設工
工事用道路工

№A01：阿武隈川下流四日市場地区外堤防復旧工事 (寺島工区)

位置図

請負者：株式会社 松浦組
工 期：平成23年11月2日～平成24年3月21日

工事概要

L2.2k-15.0m～3.0k+93.0m

平面図

標準断面図

6980 28020

35000

i=1/10

計画水制工高

現況地盤高

(1:1.5)

L2.4km H=6.323

DL=-2.00

0.00

5.00

10.00

S
=
1
/
1
0
0

S=1/500

+4.285H.W.L.

+0.756朔望平均満潮位

(1
:1
.5
) (1:1.5)

+0.822

6300

捨石工
50～500kg/個
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仮設工(工事用道路)

根固め工（捨石【第6号水制工】） 根固め工（表面敷均し【第6号水制工】）

根固め工（捨石【第1号水制工】）

工事写真

施工後着工前

根固め工（表面敷均し【第1号水制工】）

仮設工(工事用道路)
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●工事概要

・河川土工
・地盤改良工
浅層混合処理工

・護岸基礎工
・法覆護岸工
・付属物設置工

№A02：阿武隈川下流野田地区下流堤防災害復旧工事

位置図

平面図

請負者：日建工業 株式会社
工 期：平成23年10月6日～平成24年5月31日

・舗装工
・光ケーブル配管工
・構造物撤去工
・仮設工
土留・仮締切工
(二重締切撤去)
工事用道路工

工事概要

標準断面図

L28.6k+329.7m～28.8k+150.0m

L29.0K

L29.0KL28.8K L28.8K+175.00mL28.8K+150.00mL28.8K+125.00mL28.8K+100.00mL28.8K+75.00mL28.8K+50.00mL28.8K+25.00m

L28.6K+343m

B.P.
28.6k

+368m

L29.0K+25.00m L29.0K+50.00m L29.0K+75.00m L29.0K+94.00m

8.0%

二重式仮締切工(施行済)

L28.6K+368m

坂路工 W=2.50m

L28.8K+200.00m

阿武隈川

施工延長

舗装撤去復旧

情報通信管路移設復旧 ハンドホール１箇所

地盤改良工(浅層混合処理工)

Ｈ＝１９．４３０ｍ
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Ｔ．２

Ｔ．３
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ハンドホール6.0%
L29.0K+119.00m

官民境界
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.8
k+
15
0.
0m
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.8
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0.
0m

工区-1 法覆基礎工(プレキャスト)

28.8k
+150.

0m
工事終点

28.6k
+329.

7m
工事起点

掘削（土砂）V=26,700 m3 盛土（流用土）V=15,500 m3 法面整形（切土部）V=800 m2 法面整形（盛土部）V=4,290 m2

V=20,670m3

40.490m

176.80m

208.600m

170.30m

175.480m

176.80m

(野田地区下流)

H.W.L 17.980

DL=10.000

28.8k+85

2.0% 2.0%

(1:
1.9

2)

(1:2
.14)

(1:1.88)

アスファルト舗装

地盤改良工 (浅層混合処理工 設計強度200kN／m2以上)

表層(再生密粒度As13)t=4cm
路盤(再生砕石RC-40)t=10cm

(1:2.91)

施工基面 TP 14.90

覆土型大型ブロック(購入品)

遮水シート

法覆基礎工(プレキャスト)

H=1.0m標準型

張芝

TP 10.90

覆土t=30cm

張芝
張芝

張芝

張芝

t=10mm

堤防
法線

情報通信管路

空打ち範囲

現況堤防断面

堤防復旧断面

堤防復旧高

1:2.0

堤防施工高

1:2
.0

(TP+20.038)

管理用通路

砕石舗装(RC-0～40)

t=10cm

切土（盛土）

TP+13.608

TP+14.808

非出水期既往最大水位

仮締切高

１次施工

(浅層混合処理工 81kg/m3) (浅層混合処理工 87kg/m3)
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地盤改良工
（浅層混合処理）

光ケーブル配管工 舗装工（付帯道路）

法面整形工

工事写真

施工後着工前

法覆護岸工

盛土工
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L29.0K
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二重式仮締切工(施行済)
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仮締切工撤去

地盤改良工(浅層混合処理工)

舗装撤去復旧

覆土型大型ブロック覆土型大型ブロック

隔壁工-2
28.8k+185.00m 29.0k+4.50m
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.8
k+
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隔壁工-2
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m

覆土型大型ブロック
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工区-2 法覆基礎工(プレキャスト)
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29.0k+35.00m 29.0k+65.9m 29.0k+98.40m

覆土型大型ブロック

隔壁工-1

張芝

(28.
8k+1

50m)
工事起点

V=15,340m3

掘削(土砂) V=24,800m3 張芝 A=5420.6m2

コンクリートブロック工(平ブロック張) A=1,730m2 発生品
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ケーブル配管撤去、再設置L=173.00m
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坂路工 W=3.5m

坂路工 W=3.5m
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m 坂路工W=3.5m
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坂路工 W=3.5m

坂路工 W=3.5m
L=47.10m

L=21.60m

L=36.60m

舗装復旧工 W=3.0m
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●工事概要

・河川土工
・地盤改良工
浅層混合処理工

・護岸基礎工
・法覆護岸工
・舗装工

№A03：阿武隈川下流野田地区上流堤防災害復旧工事

位置図

平面図

請負者：株式会社 深松組
工 期：平成23年10月4日～平成24年5月31日

・付属物設置工
・構造物撤去
・光ケーブル配管工
・仮設工
土留・仮締切工
(二重締切撤去)
工事用道路工

工事概要

標準断面図

L28.8k+150.0m～29.0k+133.0m

H.W.L 17.980

DL=10.000

2.0% 2.0%

(1:
1.9

2)

(1:
2.1

4)

(1:1.88)

アスファルト舗装

地盤改良工 (浅層混合処理工 設計強度200kN／m2以上)

表層(再生密粒度As13)t=4cm

路盤(再生砕石RC-40)t=10cm

(1:2.91)
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施工基面 TP 14.90
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50

覆土型大型ブロック(発生材)

遮水シート

法覆基礎工(プレキャスト)
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情報通信管路

空打ち範囲
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堤防復旧断面

堤防復旧高
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0

1:2.0

堤防施工高

1:2
.0

(TP+20.038)

管理用通路

砕石舗装(RC-0～40)

t=10cm

切土（盛土）

TP+13.608

TP+14.808

非出水期既往最大水位

仮締切高

5,610

１次施工

撤去、再設置

Ａ部
5.4

5.8

3.5

10.3
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地盤改良工
（浅層混合処理）

法覆護岸工 舗装工（付帯道路）

法面整形工

工事写真

施工後着工前

護岸基礎工

盛土工
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●工事概要

・河川土工
・法覆護岸工
・舗装工
・付属物復旧工
・光ケーブル配管工
・構造物撤去工

№A04：阿武隈川下流舘矢間地区外堤防災害復旧工事 (舘矢間工区)

位置図

平面図

請負者：河北建設 株式会社
工 期：平成23年10月8日～平成24年5月1日

工事概要

標準断面図

L30.4k+300.0m～36.6k+102.3m

・仮設工
工事用道路工
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掘削工(切返し盛土)

光ケーブル配管工 舗装工（付帯道路）

盛土工

工事写真

施工後着工前

植生工

盛土工
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●工事概要

・河川土工
・法覆護岸工
・舗装工
・構造物撤去工
・光ケーブル配管工

№A04：阿武隈川下流舘矢間地区外堤防災害復旧工事 (野田上流工区)

位置図

平面図

請負者：河北建設 株式会社
工 期：平成23年10月8日～平成24年5月1日

工事概要

標準断面図

L29.2k+11.5m～29.2k+72.0m

・仮設工
工事用道路工
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掘削工(切返し盛土)

光ケーブル配管工 舗装工（付帯道路）

盛土工

工事写真

施工後着工前

植生工

盛土工
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●工事概要

・河川土工
・法覆護岸工
・舗装工
・付属物復旧工
・構造物撤去工
・光ｹｰﾌﾞﾙ配管工

№A04：阿武隈川下流舘矢間地区外堤防災害復旧工事 (泉田工区)

位置図

平面図

請負者：河北建設 株式会社
工 期：平成23年10月8日～平成24年5月1日

・仮設工
工事用道路工

工事概要

標準断面図

R32.0k+188.0m～32.2k+25.0m
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表層：再生密粒度As13 t=4cm
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盛土工

光ケーブル配管工 舗装工（付帯道路）

法面整形工

工事写真

施工後着工前

植生工

盛土工
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●工事概要

・河川土工
・法覆護岸工
・舗装工
・付属物復旧工
・構造物撤去工
・光ｹｰﾌﾞﾙ配管工

№A04：阿武隈川下流舘矢間地区外堤防災害復旧工事 (新町工区)

位置図

平面図

請負者：河北建設 株式会社
工 期：平成23年10月8日～平成24年5月1日

工事概要

標準断面図

R32.0k+189.5m～32.4k+35.7m

2 2. 1422 .2 6
22 .2 9
22 .2 9
2 2. 26
22 .0 7

20 .0 6
2 0. 00

19 .9 0
1 9. 86
1 9. 78
1 9. 87
1 9. 87

1 9. 78

17 .9 5
17 .9 6

17 .9 517 .9 51 7. 76

18 .0 0
1 7. 92

17.8217 .8 0

1 7. 70
17 .5 517 .5 0

17 .3 8
1 7. 98
1 8. 05

1 9. 86
1 9. 94
2 0. 07

2 2. 22
2 2. 18
2 2. 16
2 2. 12

2 0. 11
1 9. 99
19 .9 3

SN G8 1K

C o

Co

As

As
As

A s
As

1 7. 31

17 .4 7
17 .4 2

17 .3 5

17 .1 5

1 7. 21

17 .8 8
18 .1 0

1 8. 33
1 8. 91

2 2. 04
2 2. 26
2 2. 25
2 2. 22
21 .9 8

1 6. 90
1 6. 88

19 .2 9

19 .6 6 1 9. 46

1 9. 25

1 6. 89
1 6. 68

1 6. 98
16 .6 3

16 .6 3

17 .0 5
16 .8 9

1 6. 921 6. 50
16 .6 0 16 .7 5 1 6. 86

1 7. 04

1 9. 30

1 9. 42

1 7. 50
17 .6 4

18 .2 0
1 8. 56

1 9. 02

1 9. 40

1 9. 26

1 6. 96

16 . 89
1 7. 24

17 .0 0

1 9. 11

1 9. 42 19 .6 6

19 .3 7

1 7. 38
17 .5 4

16 .8 9

1 6. 96 1 7. 55

17 .9 718 .0 4

17 .8 6

1 9. 36

19 .5 8

1 8. 741 8. 78

18 .7 7
1 9. 41

1 9. 56

19 .2 9

19 .4 7
19 .5 9

1 9. 68

情報通信管路移設復旧(管路のみ) L=82.5m

舗装撤去復旧 L=82.5m

擦付け区間

区間全長 L=82.5m

阿武隈川

R3
2.2

k+1
89.

5m

R32
.4k

+35
.7m

T1 T2

NO
.0

NO
.0

+3
9.

5

NO
.1

N O
.1

+1
9 .

5

NO
. 1

+ 2
7.

2

N O
.0

+1
9 .

5

ハンドホール撤去復旧
1400×900×900 平行型
鉄蓋 φ600（T25相当）

距離標撤去復旧

（32.4 k）

災害復旧工 L=77.2m

擦付け区間

掘削工 1,400m3 盛土工 1,500m3

法面整形工 700m2 張芝 700m2

表層工 247m2 下層路盤工 264m2

L=2.7m L=2.6m

NO.0 +19.500

H.W.L. 19.831

表層：再生密粒度As13 t=4cm

下層路盤：再生砕石RC-40 t=10cm

情報通信管路移設復旧

(管路のみ)

切土(盛土)

11月～3月の既往最高水位＝15.513(2006/12/27)

11月～3月の既往最高水位+1.20m＝16.713

1000 3000 1000

5000

掘削高（FH）

張芝 張芝

(1:
2.0

) (1:1.8)

2.0% 2.0%

▽21.950

堤防復旧高

堤防施工高

▽22.100

GH=22.04

道路

287



盛土工

植生工 舗装工（付帯道路）

光ケーブル配管工

工事写真

施工後着工前

法面整形工

盛土工
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●工事概要

・河川土工
・地盤改良工
浅層混合処理工

・護岸基礎工
・法覆護岸工
・舗装工

№A05：阿武隈川下流坂津田地区外堤防災害復旧工事 (坂津田工区)

位置図

請負者：奥田建設 株式会社
工 期：平成23年10月8日～平成24年5月31日

・構造物撤去工
・仮設工
土留・仮締切工
(二重締切撤去)
工事用道路工

工事概要
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(覆土型大型ブロック)
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既設工事用道路

表層(再生密粒度AS20F)

0

平面図

標準断面図
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地盤改良工
（浅層混合処理）

仮設工(二重締切撤去) 舗装工（付帯道路）

法面整形工

工事写真

施工後着工前

法覆護岸工

盛土工
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区間全長 L=83.180m

災害復旧工 L=72.030m

擦付け区間

L=7.000m

擦付け区間

L=4.150m

舗装撤去復旧 L=83.180m

情報通信管路移設復旧 L=83.180m

ハンドホール撤去復旧

1400×900×900 T型
鉄蓋 φ600（T25相当）

CCTV撤去復旧
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看
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掘削 V=3,900m3

盛土 V=4,600m3

植生 A=1,470m2

●工事概要

・河川土工
・法覆護岸工
・舗装工
・光ケーブル配管工
・構造物撤去工
・堤防天端補修工

№A05：阿武隈川下流坂津田地区外堤防災害復旧工事 (佐倉工区)

位置図

請負者：奥田建設 株式会社
工 期：平成23年10月8日～平成24年5月31日

工事概要

L21.0k+49.0m～21.0k+121.0m

下層路盤：再生砕石RC-40 t=10cm

表層：再生密粒度As13 t=4cm

切土（盛土）

情報通信管路移設復旧

φ100×2 φ50×3

500 6000 500

8500

堤防施工高

▽16.052

1500

2.0% 2.0%

7000

11月～3月の既往最高水位+1.20m＝10.882

11月～3月の既往最高水位＝9.682(2006/12/27)

(As)

NO.0 +13.500

GH=15.40

H.W.L.

15.802堤防復旧高

14.010

12.750

(1:
2.4

) (1:3.0)

8.6 10.2

CA=46.5

BA=57.5

・仮設工
工事用道路工

平面図

標準断面図
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光ケーブル配管工
（CCTV撤去）

掘削工(切返し盛土)

植生工

光ケーブル配管工
（ CCTV支柱復旧）

工事写真

施工後着工前

法面整形工

盛土工
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L=3.330m

擦付け区間

区間全長 L=48.680m

L=42.040m

災害復旧工

L=3.310m

擦付け区間
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掘削 V=3,800m3

盛土 V=4,400m3

植生 A=1,810m2

●工事概要

・河川土工
・法覆護岸工
・舗装工
・構造物撤去工
・仮設工
工事用道路工

№A05：阿武隈川下流坂津田地区外堤防災害復旧工事 (平貫工区)

位置図

請負者：奥田建設 株式会社
工 期：平成23年10月8日～平成24年5月31日

工事概要

R18.4k+194m～18.4k+236.0m
R18.6k+65.9m～18.6k+107.0m

平面図

標準断面図
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堤防施工高

▽14.944

12.395

3000 3000

7000
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切土（盛土）

盛土

11月～3月の既往最高水位+1.20m＝9.908

11月～3月の既往最高水位＝8.708(2006/12/27)

11.200

(As)

(Ｇ)

NO.0+22.000

GH=14.23

H.W.L.

表層：再生密粒度As13 t=4cm

下層路盤：再生砕石RC-40 t=10cm

1 1
. 5

8.6

BA=45.2

CA=34.6
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掘削工(切返し盛土)

舗装工（付帯道路） 仮設工(工事用道路)

構造物撤去工
（舗装版撤去）

工事写真

施工後着工前

法面整形工盛土工
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掘削 V=2,100m3

盛土 V=2,200m3

植生 A=550m2

情報通信管路移設復旧 L=55.600m

舗装撤去復旧 L=55.600m

●工事概要

・河川土工
・法覆護岸工
・舗装工
・光ｹｰﾌﾞﾙ配管工
・構造物撤去工
・堤防天端補修工

№A05：阿武隈川下流坂津田地区外堤防災害復旧工事 (中島工区)

位置図

請負者：奥田建設 株式会社
工 期：平成23年10月8日～平成24年5月31日

工事概要

R22.8k+45.0m～22.8k+80.0m
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コンクリートブロック張工

遮水シート t=10mm

基礎工

（既設利用）

鋼矢板 L=3.00m

（既設利用）

切土（盛土）

張芝

盛土

法留コンクリート

KG4-H(500) L=20.0m

情報通信管路移設復旧

φ30×3 ,φ100,φ50×2

5000

3010

11月～3月の既往最高水位＝10.573(2006/12/27)

11月～3月の既往最高水位+1.20m＝11.773

目地材

NO.0+11.000

GH=16.49

H.W.L.

表層：再生密粒度As13 t=4cm

下層路盤：再生砕石RC-40 t=10cm

2.0% 2.0%

DL=10.000

CA=54.6

BA=54.4

・仮設工
工事用道路工

平面図

標準断面図
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掘削工(切返し盛土)

付属物復旧工 舗装工

法面整形工

工事写真

施工後着工前

法覆護岸工

盛土工
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●工事概要

・河川土工
・地盤改良工
浅層混合処理工

・坂路工
・護岸基礎工
・法覆護岸工

№A06：阿武隈川下流上沼尻地区堤防災害復旧工事

位置図

平面図

請負者：熱海建設 株式会社
工 期：平成23年10月5日～平成24年5月31日

・付属物設置工
・光ｹｰﾌﾞﾙ配管工
・舗装工
・構造物撤去工
・仮設工
土留・仮締切工
(二重締切撤去工)
工事用道路工

工事概要

標準断面図

R30.6k+0.0m～30.8k+55.7m

NO.4
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(30.8K)

DL=10.000

H.W.L = 18.998
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遮水シート
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埋設表示シート

張芝

張芝
張芝

H=1000

(覆土型大型ブロック)

復旧計画断面
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情報通信管路張芝
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(1:2.31)

▽16.500

▽14.000

3.0

1
50

堤防天端幅 5000

500 500舗装幅 4000

2000

1
0
0

37100

30
0

1
50

1
0
0

2
5
0

2
50
0

3000

3000

6500

297



掘削工(切返し盛土)

護岸基礎工 法覆護岸工

盛土工

工事写真

施工後着工前

法面整形工

地盤改良工
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鋼矢板二重締切（既設）
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●工事概要

・河川土工
・地盤改良工
・護岸基礎工
・法覆護岸工
・付属物設置工
・坂路工

№A07：阿武隈川下流枝野地区堤防災害復旧工事

位置図

平面図

請負者：株式会社 佐藤建設
工 期：平成23年10月6日～平成24年5月31日

・舗装工
・光ｹｰﾌﾞﾙ配管工
・構造物撤去工
・仮設工
土留・仮締切工
(二重締切撤去工)
工事用道路工

工事概要

標準断面図
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掘削工(切返し盛土)

法覆護岸工 舗装工（付帯道路）

盛土工

工事写真

施工後着工前

盛土工

地盤改良工
（浅層混合処理）
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鋼矢板二重締切（既設）
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覆土 V=500m3 （購入土）
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●工事概要

・河川土工
・地盤改良工
浅層混合処理工

・護岸基礎工
・法覆護岸工
・付属物設置工

№A08：阿武隈川下流賀川地区堤防災害復旧工事

位置図

平面図

請負者：奥田建設 株式会社
工 期：平成23年10月8日～平成24年5月31日

・排水構造物工
・舗装工
・坂路工
・光ケーブル配管工
・仮設工
土留・仮締切工
(二重締切撤去工)
工事用道路工

工事概要

標準断面図

R31.0k+53.1m～31.2k+80.0m

遮水シート
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地盤改良工
（浅層混合処理））

光ケーブル配管工 舗装工（付帯道路）

盛土工

工事写真

施工後着工前

法覆護岸工

盛土工

302



●工事概要

・河川土工
・地盤改良工
浅層混合処理工

・護岸基礎工
・法覆護岸工
・付属物設置工

№A09：阿武隈川下流前原地区堤防災害復旧工事

位置図

平面図

請負者：伸和興業 株式会社
工 期：平成23年10月8日～平成24年5月31日

・舗装工
・光ｹｰﾌﾞﾙ配管工
・構造物撤去工
・仮設工
土留・仮締切工
(二重締切撤去工)
工事用道路工

工事概要

標準断面図
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地盤改良工
（浅層混合処理）

舗装工（付帯道路） 舗装工（付帯道路）

植生工

工事写真

施工後着工前

光ケーブル配管工

法覆護岸工
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●工事概要

・河川土工
・地盤改良工
浅層混合処理工

・法覆護岸工
・付属物設置工
・舗装工

№A10：阿武隈川下流小斉地区堤防災害復旧工事

位置図

平面図

請負者：株式会社 本田組
工 期：平成23年10月6日～平成24年5月31日

・水路復旧工
・構造物撤去工
・仮設工
仮橋・仮桟橋工
土留・仮締切工
(二重締切撤去工)
工事用道路工

工事概要

標準断面図
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地盤改良工
（浅層混合処理）

舗装工（付帯道路） 仮設工(二重締切撤去工)

法面整形工

工事写真

施工後着工前

法覆護岸工

掘削工(切返し盛土)
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